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価値創造ストーリー

価値創造プロセス 提供する価値競争力の源泉

　いすゞグループは既存事業のさらなる強化と新事業への挑戦、この両輪を回すことで生み出す商品・ソリューションの提供により、「脱炭素社会への貢献」や「あらゆる物流・人流ニーズに応える」ことで、地球の「運ぶ」を 
創造していきます。

ビジネスモデル 目指す姿

技術・開発力
開発拠点　日本、タイ、インド、中国、

ドイツ、米国、南アフリカ

人財基盤
従業員数　連結：43,005人

製造基盤
完成車組立拠点　14か国22拠点

財務基盤
売上収益／ROE※3　3兆4,791億円／9.5%

自己資本※3　1兆4,795億円

顧客基盤・ブランド
シェアNo.1の国　36（国・地域）※1

サービス網※2　国内：　 400拠点以上、
海外：3,500拠点以上

PURPOSE
（使命）

地球の 
「運ぶ」を 
創造する

あらゆる物流・ 
人流ニーズに 

応える

営業利益率
10%以上

脱炭素社会 
への貢献

売上
6兆円

社会的価値

経済的価値
2031年3月期目標

「運ぶ」を支える 
既存事業の強化

「運ぶ」を創造する 
新事業への挑戦

自動運転ソリューション
コネクテッドサービス

カーボンニュートラルソリューション

ソリューション

CV
LCV

稼働サポート
産業用エンジン

商品

「安心×斬新」でお客様・社会の課題を解決する

商用モビリティ
ソリューションカンパニー1  企画・開発

2    多品種 
高効率生産

3   品質の 
つくりこみ

4    商品提供・ 
販売

5   アフター 
サービス

2

3

4

5

1

※1 2025年1月～12月実績　※2 いすゞおよびUDトラックスのサービス拠点数　※3 IFRSにおける「資本」のうち、「親会社の所有者に帰属する持分合計」を「自己資本」として表示

 2026年3月期／3月末時点実績　

  ISUZU Transformation - Growth to 2030（IX）
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顧客・利用目的 商品仕様

コネクテッド活用総走行距離

1  企画・開発  　P.15

2  多品種高効率生産  　P.16

5  アフターサービス  　P.18

3  品質のつくりこみ  　P.17

4  商品提供・販売  　P.18

価値創造ストーリー  

いすゞの強みと商用車ビジネスで提供する価値
　いすゞは、既存事業を推進する中で、商用車特有の使われ方を起点に「企画・開発」「多品種高効率生産」「品質のつくりこみ」「商品提供・販売」「アフターサービス」の5つの強みを磨き上げてきました。これらの強みを活かし、

長距離走行・長時間稼働に耐え得る品質・耐久性に加え、稼働を止めないサービスを提供することで、お客様が事業で使われる車両の高い稼働率と社会の物流・人流を支えています。そして、培ってきた強みを活かした新事業

への挑戦を通じて、社会の「運ぶ」に関わる課題の解決と新たな価値の創造を進めています。

いすゞの強み

用途・架装に応じた多品種少量生産

  お客様の多様な事業

用途へ対応

標準仕様を中心とした
少品種大量生産

商用車の特性に応じていすゞが提供できる価値

車両データで稼働の管理と 
効率化を支援

  データと車両の連携により

稼働効率を最大化

スマートフォンとの連携、遠隔操作 
などによる利便性、快適性の向上乗用車

乗用車

事業者が購入し、事業活動に利用

 生産財として、積載量の

最大化や安定稼働を実現

大型100万km、小型30万km※1規模ま
で長距離・長期で使用

  長距離・長期使用に耐える品質、

整備力を提供

経済合理性

品質・整備性

仕様対応力

稼働効率

個人が購入し、日常の移動や
生活の充実に利用

10万～15万km※2の生涯走行

※1  各車両の総走行距離は、商用車の利用環境を踏まえた当社作成のイメージ
※2 当社試算（一般社団法人 日本自動車工業会資料等を参考）

乗用車

乗用車
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いすゞのビジネスモデル

　いすゞは、「地球の『運ぶ』を創造する」というPURPOSEのもと、あらゆる物流・人流ニーズに応えるために、商用車を中心とした商用モビリティソリューションを世界中に提供しています。日本をはじめ、世界150以上の国や

地域で事業を展開しており、私たちが地球の「運ぶ」において大きな使命を担っていることを自覚し、社会課題の解決を通じた価値創造に取り組んでいます。

　いすゞが手掛ける商用車は、お客様にとっての生産財であると同時に、「運ぶ」を支える社会インフラです。長期間にわたり安定的に稼働し続けることで価値を生み出します。このため当社は、培ってきた知見と技術力によっ

て確かな商品を提供し、アフターサービスやコネクテッドサービスなどを通じて、お客様が保有する車両の安定稼働を支え続けています。

　そして、そこで得たお客様の声や商用車の使われ方についての知見を、次の商品企画・開発やサービスの高度化に活かしています。このサイクルがいすゞの強みであり、価値創造の源です。

　いつまでも、どこまでも、人や物が自由に移動できる世界を創り続けるために、いすゞは挑戦を続けています。

お客様の声に向き合い、
選ばれ続ける商用車をつくる
・ お客様の声や、車両データなどを商品企画・開発に反映
・ 堅牢性、操作性、安全性を追求
・ 環境性能と実用性を両立する商品・技術を開発

お客様の「運ぶ」に合わせ、
最適な車両とソリューションを提案する
・ 用途や環境に合わせて、最適な車両・サービスを提案
・ 150以上の国・地域に広がる販売ネットワーク

納車後も稼働を守り続け、
ライフサイクル全体で
価値を生み出す
・ コネクテッドサービスを活用し、故障
予兆を捉えてダウンタイムを最小化

・ 国内400拠点以上、海外3,500拠点
以上のサービスネットワークにより、
お客様の稼働を支える

多様な「運ぶ」に応える商品対応力と、
生産効率を両立する
・ 多様なニーズに応える豊富な車型を展開
・ 多品種対応と開発・生産効率を両立

世界中で「 ISUZUなら安心」と
信頼される品質をつくる
・多品種少量生産でも、均質で高い品質を実現
・ いす ・ゞものづくり（IM）を体系化し、世界中の生産拠点
へ展開

「運ぶ」を支える 
既存事業の強化

「運ぶ」を創造する 
新事業への挑戦

2

3

4

5

1

1  企画・開発  P.15 4  商品提供・販売  P.18

5  アフターサービス  P.18

2  多品種高効率生産  P.16

3  品質のつくりこみ  P.17

新たなソリューションを

組み合わせ

既存事業をさらに強化 

5つの強みを活かし

新事業へ挑戦 
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いすゞのビジネスモデル

　小型トラック「エルフ」・中型トラック「フォワード」のAMT※1車に

はいすゞが独自に開発した9速デュアルクラッチトランスミッション

（DCT）「ISIM※2（アイシム）」を搭載しています。ISIMは、変速時にギ

ヤを切り替えるため、動力をつなぐ・切る役割を担うクラッチを2つ
備えたトランスミッションです。次に使うギヤをあらかじめ準備し、2
つのクラッチを交互につなぎ替えることで、変速時の駆動力の抜け

を抑制します。さらに、従来の6速から9速へ多段化することで、走行

状況に応じてより適切なギヤを選びやすくし、ドライバーが求める駆

動力を速やかに発揮できるため、発進・加速時の扱いやすさや運転

のしやすさが向上しました。また、高速走行時や変速時のエンジン回

転数の上昇を抑えることで、燃費改善に加え、静粛性向上による疲

労軽減にも貢献しています。 
　お客様からは滑らかな走り

や運転のしやすさ、環境性能

が評価され、「エルフ」のAMT
車比率は従来の約4割から約

6割へ拡大。競争優位性の強

化につなげています。

※1  AMT：オートメイテッドマニュアルトランスミッション。MTをベースにクラッチ操
作と変速操作を自動化した方式 

※2 ISIM：「Isuzu Smooth Intelligent TransMission」の頭文字を取った名称 

　いすゞが提供する商用モビリティソリューションの原点は、商用車そ

のものです。商用車は、お客様の事業を支える生産財であり、故障や点

検による稼働停止は、事業効率に直接影響します。そのため、いすゞの

商品企画・開発において最も重要なのは、長時間・長距離・高負荷の使

用環境に耐え、日々安定的に稼働する車両をつくることです。また、操作

性、積載性、安全性能などはドライバーの負荷を軽減し、物流・人流の

効率と安全性にもつながります。

　いすゞは、お客様相談センターに寄せられる声、保証修理実績、販売

会社からの改善要望、整備現場で得られる情報などを収集・分析し、開

発部門や生産部門へフィードバックしています。さらに国内外の販売・

サービス網から得られる市場情報や、コネクテッドサービスによって蓄

積された車両や稼働状況のデータから、お客様の車両の使われ方や現

場での困りごとを把握しています。これらを商品企画に反映することで、

実際の稼働環境で価値を発揮する商品の開発につなげています。お客

様の使われ方を深く理解し、壊れにくく使いやすい、安全で環境性能に

優れた商用車を企画・開発することが、いすゞの競争力の出発点です。

企画・開発

お客様の使われ方を深く理解し、壊れにくく使いやすい、
安全で環境性能に優れた商用車を企画・開発することが、いすゞの競争力の出発点です。

1
FOCUS

BUSINESS 
MODEL

燃費と走りを両立する
独自開発のトランスミッション「 ISIM」が
新たな競争優位性に

開発部門

・フィードバックを開発に反映
・ 企画・開発した車の使われ方の把握、アップデート

生産部門

・生産における不具合を把握、改善
・ 設計品質を満たす車の効率的な生産を企画

・年間約15万件のフィードバックを分析
・150以上の国や地域の販売網から市場情報を収集
・ 国内保有台数157万台、海外保有台数274万台※

から得られる知見

使われ方・稼働状況

連携・共有

連携・共有

連携・共有

コネクテッド 
サービス

フィードバックを起点とした製品品質向上のサイクル

情報収集 改善

すべてのフィードバックを確認

分析

お客様 
（ドライバー）の声

品質保証部門

※  保有台数について：当社グループが販売し、現在もお客様が保有・稼働している車両の台数は、以下の算出方法による自社集計値（2026年3月末時点）  
国内：一般財団法人自動車検査登録情報協会の情報をもとに集計、海外：年別・国別の販売実績等をもとに集計

・ お客様相談センター
への声

・保証修理実績
・販売会社からの声

国内・海外
販売会社

いすゞの概要 CEOメッセージ いすゞの価値創造ストーリー 中長期戦略
持続的な成長を支える

経営基盤
ガバナンス 財務・非財務パフォーマンス 15いすゞ自動車株式会社  統合報告書  2026



いすゞのビジネスモデル

　商用車の特徴は、お客様の用途や使用される国・地域によって、求め

られる仕様が極めて多様であることです。積載物や積載量、走行環境、

架装、各国や地域の法規制など多くの条件が存在します。そして、冷蔵

品、建設資材、危険物、消防用途など、社会の「運ぶ」は多様であり、そ

れに応える幅広い車型が必要です。

　いすゞは小型トラックだけでも約2,500種類の車型を展開しており、

この商品対応力が、お客様に最適な車両を提供する基盤となっています。

さらに近年、カーボンニュートラルの実現に向けて、開発・生産の複雑

性は一層高まっています。地域ごとにエネルギー事情、インフラ、規制な

どが異なるため、多様な選択肢を用意する「マルチパスウェイ対応」が求

められており、動力源や関連部品の種類により車型は従前よりも増加し

ています。こうした多様な車型展開は、長年にわたり蓄積してきた商品

企画・開発の知見に支えられています。

　一方で、多品種少量生産は開発・生産の負荷が高まり、ラインの増加

や複雑化などにつながります。いすゞは、混流生産など現場改善活動や

標準化の徹底に加え、「I–MACS」を推進することで、多様な車型への対

応と開発・生産効率の両立を図っています。「多品種高効率生産」が、 
いすゞの顧客対応力と競争力を支えています。

多様な用途に応える商品展開力と、効率的な開発・生産を両立する力が、
いすゞの顧客対応力と安定した事業運営を支えています。

多品種高効率生産2BUSINESS 
MODEL

いすゞは車型とエンジン、トランスミッションなど各種コンポーネン

トをつなぐインターフェースを共通化・体系化したモジュール開発基

盤「I–MACS※」を構築しています。これにより、コンポーネントやデバ

イスをブロックのように組み合わせることが可能となります。  
　従来は、車型ごとに専用パーツを設計する必要があったため、車型

の増加に伴う開発・生産コスト増加への対応が課題でした。

I-MACSでは、共通化したインターフェースを活用することで、車型展

開の拡大に伴う部品数・リソース増加を抑制し、コスト低減を実現

させています。さらに、新たな部品や仕様の開発が必要となった場合

でも、共通化されたインターフェースをもとにモジュール設計するこ

とで、効率的かつ柔軟な開発が可能になります。  
　2028年3月期に生産開始を目指す国内初の量産FC小型トラック

の開発にもI-MACSが貢献しています。  

※ 「Isuzu Modular Architecture and Component Standard」の頭文字を取った名称 

FOCUS モジュール開発基盤「 I -MACS」

アクスルENG / TM

モーター&ギアBOX

燃料電池スタック

燃料タンク

バッテリー 水素タンク

先進安全装置

I-MACS

モジュール開発基盤

エレキアーキテクチャ

フレーム キャブ アクスル ENG TM … 車両

︙ ︙ ︙ ︙ ︙ ︙

お客様の情報

使われ方

仕向地

…

フレーム、キャブ、アクスル、ENG（エンジン）、TM（トランスミッション）などのコンポーネントを最適に組み
合わせることで、多様なニーズに応える

様々な「運ぶ」に応える車型
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持続的な成長を支える
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いすゞのビジネスモデル

現場を支える製造技術の改善力 ものづくりの力、確かな品質 グローバル展開するIMの思想

世界中どの生産拠点でも、同じものづくりの考え方で品質をつくりこむ。
この積み重ねが、お客様からの信頼とブランド価値を支えています。

品質のつくりこみ3BUSINESS 
MODEL

　いすゞがお客様に提供する価値は、企画・設計した性能を持つ製品を

お届けすることで実現します。優れた設計であっても、それを高い精度で

つくりこみ、世界中のお客様に安定して届けることができなければ、商

用車として求められる価値は十分に発揮されません。

　そのため、いすゞのものづくりには、多品種少量生産でありながら高

い品質を保つ力が求められます。さらに、事業をグローバルに展開する

中では、各地域の生産拠点においても、同じ品質を実現していくことが

重要です。

　このため、いすゞはものづくりの思想・方法・現場ノウハウを、いす ・ゞ

ものづくり（IM）として体系化しています。「ISUZUバッジの付いている

製品は、世界中どの生産拠点でも同じものづくりの考え方で生産する」

という考えのもと、グローバルに品質のつくりこみを進めています。商用

車はお客様の事業を支える生産財として、さらには社会インフラとして、

納車後に長く安定して稼働し続けることが重要です。いすゞは、生産の仕

組みづくりや人財育成を通じて、世界中で満足していただける品質を追

求しています。こうした積み重ねが、ISUZUブランドとしてお客様からの

信頼を獲得し、競争力の源泉となっています。

VOICE

　当社のものづくり体系「いす ・ゞもの

づくり（IM）」は、源流である品質保証

体系に、生産現場の本質安全、生産人

財の育成や生産技術開発を結び付け

る形で2016年から築き上げています。  
　IMの究極のゴールは、お客様の要望

に応える多品種を高効率で生産し、

100%の品質と安全を確保することで

す。一つのラインで異なる製品をつくるだけでも容易ではない中で、

さらに品質・安全も完璧を追求することは非常に高い目標です。それ

でも、この高い目標を「やり遂げて当然」と捉える意識が、現場の隅々

まで浸透していることを日々感じています。  
　IMの中心には「人は必ずミスをする。ただし、そのミスを製品不良

につなげない」という思想があります。センサーやインライン検査を

活用し、各工程での正しい作業が確認できなければ次工程に進めな

い仕組みを築いています。ミスが起こることを前提としたラインを構

築し、日々の人財育成でも「人は必ずミスをする」ということを伝え

続けています。取り組み自体はリスクを丹念に潰していく地道なもの

ですが、その実践を支えているのは、愚直にやり抜くいすゞの企業文

化だと感じています。  
　IMは一度築き上げて終わるものではありません。これからはAIな
どを活用した高度な自動化を推進し、人の手に頼らない仕組みの構

築を進めていきます。IMは、「変化を恐れず、進化を求める」をスロー

ガンに掲げ、次の時代へ深化していきます。

生産部門 IM推進部  
ダイレクター 
新井 智
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いすゞのビジネスモデル

休車時間・
コスト

入庫 
タイミング

データで 
可視化 故障

予兆

予兆をもとに
故障する 
前に整備

予兆  
整備

  P.22 アフターサービス
  P.24 特集1「アフターサービス」

※ TCO（Total Cost of Ownership）： 燃料代や電気代までを含む総所有コスト

商品提供・販売 アフターサービス4 5BUSINESS 
MODEL

BUSINESS 
MODEL

お客様のTCO削減と稼働効率を最適化する提案力が、
長期的な信頼と保有台数の積み上げにつながっています。

保有台数を基盤に、点検・整備など
各種サービスを通じてお客様の安定稼働を
支え続けています。

　いすゞは販売活動を通じて、お客様の「運ぶ」の課題を解決する

ための最適な車両・サービスを提案し、お客様と長期的な信頼関

係を築いています。お客様との対話を通じて、使用環境や用途を

的確に把握し、最適な車両・サービスを提案することで、TCO※削

減と稼働効率向上を支援しています。

　各国や地域によって、排出ガス、安全基準などの規制に加え、道

路事情や燃料インフラの状況も異なります。さらに近年では、カー

ボンニュートラルへの対応、自動運転、運行管理の高度化など、車

両・サービスへの期待も高まっており、こうした条件を踏まえ、お

客様の事業に適した一台を提案します。

　ご契約いただいた車両は、確かな品質で生産し、荷台や装備な

どの架装、納期調整、登録・認証を進めていきます。一台ずつ仕様

の異なる車両をタイムリーかつグローバルにお届けするには、こ

れらを一体的に調整するノウハウと仕組みが欠かせません。いすゞ

は、サプライヤー、販売会社、架装パートナーなどとの強固な連携

により、車両をタイムリーに供給する体制を整えています。

　そして、150以上の国や地域に広がる販売・サービスネットワー

クを通じて、各地のお客様にお届けしています。お客様の課題に応

じた提案力と、車両を必要なタイミングでお届けする供給力が、 
いすゞのグローバルな事業基盤と成長を支えています。

　商用車の日々の稼働を支えるために、いすゞは国内外の強固なサービスネッ

トワークを通じて、点検・整備・補修部品・メンテナンスリースなどのアフター

セールス事業を展開。さらにはコネクテッドサービスを活用し、予兆を捉えて

故障する前に整備を行うことで、ダウンタイムの最小化とTCO削減を実現して

います。

　そして、お客様の声や稼働データは商品企画・開発へフィードバックし、次

の商品・サービスの競争力向上につなげています。こうしたお客様価値起点で

の事業モデルは、いすゞの最大の強みの一つです。

お客様ごとの仕様に応じた車両を各地へ供給 世界中で「運ぶ」を支えるいすゞの車両
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